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(57)【要約】
本発明はタッチスクリーンベースの携帯端末機において
使用者のタッチ入力によって画面を制御する方法及び装
置に関するものである。本発明の実施例による方法は、
スクロール可能な情報画面を表示する段階と、少なくと
も２つの地点へのタッチ入力を感知する段階と、１つの
地点へのタッチ入力より速いスクロールで上記情報画面
を移動させて表示する段階と、を含む。本発明をよれば
、使用者はスクロール可能な情報画面で確認しようとす
る部分をより速く、かつ便利に探索できる。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　携帯端末機の画面制御方法において、
　スクロール可能な情報画面を表示する段階と、
　少なくとも２つの地点へのタッチ入力を感知する段階と、
　前記感知されたタッチ入力に対応して、１つの地点へのタッチ入力時よりも速いスクロ
ールで前記情報画面を移動させて表示する段階と、を含むことを特徴とする画面制御方法
。
【請求項２】
　前記感知する段階は、
　少なくとも２つの地点へのタッチ後、同様方向へのタッチ位置移動動作の入力を感知す
る段階であることを特徴とする、請求項１に記載の画面制御方法。
【請求項３】
　前記移動させて表示する段階は、
　下方向のタッチ位置移動動作入力時、現在表示画面を上記情報画面の下端に移動させて
表示する段階と、
　上方向のタッチ位置移動動作入力時、現在表示画面を上記情報画面の上端に移動させて
表示する段階と、を含むことを特徴とする、請求項２に記載の画面制御方法。
【請求項４】
　前記感知する段階は、
　少なくとも２つの地点への同時タップ（ｔａｐ）の複数回の入力を感知する段階と、
　前記タップが入力された位置を判断する段階と、を含み、
　前記移動させて表示する段階は、
　前記タップが入力された位置によって現在表示画面を前記情報画面の開始部又はエンド
部に移動させて表示する段階であることを特徴とする、請求項１に記載の画面制御方法。
【請求項５】
　前記判断する段階は、
　現在表示画面を上下方向にｎ分割時、タップが入力された位置が一番目の分割区間又は
ｎ番目の分割区間に該当するのか判断する段階であることを特徴とする、請求項４に記載
の画面制御方法。
【請求項６】
　前記移動させて表示する段階は
　前記タップが入力された位置が一番目の分割区間の場合、現在表示画面を前記情報画面
の開始部に移動させて表示し、
　前記タップが入力された位置がｎ番目の分割区間の場合、現在表示画面を前記情報画面
のエンド部に移動させて表示する段階であることを特徴とする、請求項５に記載の画面制
御方法。
【請求項７】
　前記移動させて表示する段階は、
　タッチ入力された地点の個数に対応する速度で前記情報画面を移動させて表示する段階
であることを特徴とする請求項２に記載の画面制御方法。
【請求項８】
　前記移動させて表示する段階は、
　タッチスタート地点とタッチ解除地点の間の距離、及びタッチスタート地点からタッチ
移動方向に現在表示画面のエンド部までの距離を測定する段階と、
　前記測定された２つの距離の割合を測定する段階と、
　現在表示画面をタッチスタート地点から前記情報画面のエンド部までのうち、前記測定
された割合に該当する地点に移動させて表示する段階と、を含むことを特徴とする、請求
項２に記載の画面制御方法。
【請求項９】
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　前記表示する段階は、
　ズームイン（ｚｏｏｍ－ｉｎ）されたイメージを表示する段階であり、
　前記移動させて表示する段階は、
　少なくとも２つの地点への同時タッチ後、同一方向へのタッチ位置移動動作入力時、タ
ッチ移動方向によって現在表示画面を移転又は次のイメージで転換して表示し、
　１つの地点へのタッチ後タッチ位置移動動作入力時、タッチ移動方向によって前記ズー
ムインされたイメージを移動させて表示する段階であることを特徴とする、請求項２に記
載の画面制御方法。
【請求項１０】
　スクロール可能な情報画面を表示する表示部と、
　少なくとも２つの地点へのタッチ入力を感知するタッチセンサー部と、
　前記表示部を制御して現在表示画面を前記情報画面の全体領域の中で特定領域に移動し
、又は、タッチ入力された地点の個数に対応する速度で前記情報画面をスクロールする制
御部と、を含むことを特徴とする携帯端末機。
【請求項１１】
　前記制御部は、
　前記タッチセンサー部を通じて少なくとも２つの地点への同時タッチ後、同一方向への
タッチ位置移動動作の入力を感知すると、前記表示部を制御して前記タッチ位置移動動作
の方向によって現在表示画面を前記情報画面の開始部又はエンド部に移動させて表示する
ことを特徴とする、請求項１０に記載の携帯端末機。
【請求項１２】
　前記制御部は
　前記タッチセンサー部を通じて少なくとも２つの地点への同時タッチ後、同一方向への
タッチ位置移動動作の入力を感知すると、前記表示部を制御して１つの地点タッチ後、タ
ッチ位置移動動作に対応して設定されたスクロール速度の予め設定された倍数の速度で、
前記情報画面をスクロールして表示することを特徴とする、請求項１０に記載の携帯端末
機。
【請求項１３】
　前記制御部は
　前記タッチセンサー部を通じて少なくとも２つの地点への同時タッチ後、同一方向への
タッチ位置移動動作の入力を感知すると、タッチスタート地点とタッチ解除地点の間の距
離、及びタッチスタート地点からタッチ移動方向に現在表示画面のエンド部までの距離を
測定し、前記測定された２つの距離の割合を測定し、前記表示部を制御してタッチスター
ト地点から上記情報画面のエンド部までのうち、前記測定された割合に該当する地点で現
在表示画面を移動させて表示することを特徴とする、請求項１０に記載の携帯端末機。
【請求項１４】
　前記制御部は、
　前記タッチセンサー部を通じて少なくとも２つの地点への同時タップの複数回の入力を
感知すると、前記タップが入力された位置を判断し、前記タップが入力された位置によっ
て前記表示部を制御して前記情報画面の開始部又はエンド部に移動させて表示することを
特徴とする、請求項１０に記載の携帯端末機。
【請求項１５】
　前記制御部は、
　前記タッチセンサー部を通じて少なくとも２つの地点への同時タッチ後、同一方向への
タッチ位置移動動作を感知すると、タッチ移動方向によって前記表示部を制御して以前又
は次のイメージに転換して表示し、
　前記タッチセンサー部を通じて１つの地点へのタッチ後のタッチ位置移動動作を感知す
ると、タッチ移動方向によって前記表示部を制御して前記ズームインされたイメージを移
動させて表示することを特徴とする、請求項１０に記載の携帯端末機。
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【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、携帯電子端末機のタッチスクリーンの制御方法及び装置に係り、特に、タッ
チスクリーンベースの携帯端末機で使用者のタッチ入力によって画面を制御する方法及び
装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、携帯端末機の普及率の急速な増加により携帯端末機は既に現代人の生活必需品と
して位置づけられるようになった。このような携帯端末機は当初の音声通話サービスだけ
ではなく各種データ送信サービス、デジタル写真撮影及び貯蔵、マルチメディア通信など
の多様な付加サービスを提供できるようになり、機能上マルチメディア通信機器に変貌す
るに至った。最近タッチスクリーン技術が携帯端末機に適用され、タッチスクリーンベー
スの携帯端末機に対する選好度は徐々に増加している。
【０００３】
　各種の動作中に携帯端末機は、電話帳連絡先リスト画面（ｓｃｒｅｅｎ）、ブラウザー
（ｂｒｏｗｓｅｒ）画面（即ち、ウェブ画面）、又はデジタル写真アルバム等、のスクロ
ール可能な情報画面を表示する。
　より具体的に、携帯端末機は通常、「表示画面」（現在表示（ディスプレー）されたイ
メージ又はコンテンツを意味する）のみを表示する。「表示画面」は、スクロール可能な
全情報画面（以下、「情報画面」という）中の一部の情報を占める。換言すれば、或る与
えられた時間の間、上記情報画面の一部は使用者に対して表示されず隠されている。
【０００４】
　使用者が情報画面をスクロール（移動させて表示）する、即ち、現在の表示を変更して
膳情報画面中の異なる部分を表示させようとする場合、タッチ入力、タッチ位置移動、タ
ッチ解除の一連の動作からなるスイープ（ｓｗｅｅｐ）動作を入力する。
　情報画面に含まれる情報が少ない場合、又は、情報画面の中の、現在の表示画面に近接
する部分を見たい場合、使用者は一、二回のスイープ動作だけで現在表示画面を確認（閲
覧）しようとする部分に移動できる。
　しかし、情報画面に含まれる情報が多い場合、現在表示画面を確認したい部分に移動す
るためには、通常、多数回のスイープ動作が要求される。これは使用者にとり煩瑣で不便
である。
【０００５】
　また、デジタル写真アルバムアプリケーションのようなイメージビュー（ｉｍａｇｅ　
ｖｉｅｗ）アプリケーションの場合、使用者はスイープ動作を入力してイメージを順に確
認でき、必要であればイメージをズームインして確認できる。しかし、イメージがズーム
インされた状態で写真アルバム上の次のイメージを確認しようとする場合、使用者はズー
ムインされたイメージを一旦、元のサイズに復帰させた後、スイープ動作を入力しなけれ
ばならない。このような２段階の動作もやはり使用者にとり不便である。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　情報画面に含まれる情報が多い場合、現在表示画面を確認しようとする部分に移動させ
るためには多数回のスイープ動作が要求される。これは使用者にとり不便である。
　また、イメージがズームインされた状態で写真アルバム上の次のイメージを確認しよう
とする場合、使用者はズームインされたイメージを一旦元のサイズに復帰させた後、スイ
ープ動作を入力しなければならない。このような２段階の動作もやはり使用者にとり不便
である。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
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　本発明の目的は、画面移動命令又は画面転換命令を入力する際に、使用者からの特別な
マルチタッチ入力を感知し、独自のスクロール動作を実行することによって、使用者の便
宜を向上できる携帯端末機のタッチ画面制御方法を提供することにある。
　マルチポイントスイープ入力及び／又はマルチポイントダブルタップ入力のようなマル
チタッチ入力は制御部によって感知される。マルチポイントスイープに対応して表示画面
のスクロールはシングルポイントスイープに比べて高速でスクロールされる。一例として
、２つの指のスイープを使用してスイープすると、使用者は情報画面の望む部分に、同一
のスイープ速度でも１つの指の場合よりも速やかにスクロールできる。
【０００８】
　本発明の実施例によれば、スクロール可能な情報画面の予め設定された領域に対するマ
ルチポイントスイープ入力又は他のスクロール方法が、スクリーンのスタートポイント又
はスクリーンのエンドポイントへ即刻にスクロールする方法として開示される。このよう
な目的にマルチポイントダブルタップ入力を用いることが開示される。
【０００９】
　本発明の他の実施例によれば、マルチポイントスイープのスタートポイント及びエンド
ポイントの距離に基づいて表示部のスクロールされる距離が決められる。スイープ入力の
スタートポイントとエンドポイントの間の距離と、スイープ入力のスタートポイントとス
クリーンのエンド部の間の距離との割合が、対応するスクロールの移動程度の決定に使用
される。
【００１０】
　本発明のまた他の実施例によれば、例えばウェブページのような垂直方向に並べられた
情報画面を垂直方向にスクロールし、デジタル写真アルバムのような水平方向に並べられ
た情報画面を水平方向にスクロールする構成が提供される。
【００１１】
　本発明のまた他の実施例による携帯端末機の画面制御方法は、スクロール可能な情報画
面を表示する段階と、上記情報画面上に同時に加えられる２つ以上のタッチ入力を感知す
る段階と、上記感知されたタッチ入力に対応して情報画面をシングルタッチ入力に比べて
速い割合でスクロールする段階と、を含む。
【００１２】
　本発明のまた他の実施例による携帯端末機の画面制御方法は、スクロール可能な情報画
面を表示する段階と、マルチタッチスイープ及びマルチタッチダブルタップの中で少なく
とも１つの入力を感知する段階、及び上記感知されたタッチ入力に対応して情報画面をシ
ングルタッチ入力に比べて速い割合でスクロールする段階と、を含む。
【００１３】
　本発明のまた他の実施例による携帯端末機は、イメージビューアプリケーション（例、
写真アルバム）を実行する時、ズームインされた状態でスイング動作を通じて次の又は以
前イメージでスクロールする時、使用者の便宜性を向上させることができる效果がある。
ズームインされたイメージが表示された表示画面にマルチポイントスイープ入力が感知さ
れる場合、上記スイープの方向によって以前又は次のイメージでスクロールできる。一方
、ズームインされたイメージが表示された表示画面にシングルポイントスイープが感知さ
れる場合、イメージが上記入力に対応してパン（ｐａｎ）することができる。従って、こ
のような実施例の特徴によってズームインされた状態でイメージを操作する段階を減らす
ことによって使用者の便宜性が向上する特徴がある。
【発明の効果】
【００１４】
　本発明によれば、使用者はスクロール可能な情報画面で確認しようとする部分をより早
く、かつ便利に探索できる。また、イメージビューアプリケーション実行時、イメージが
ズームインされた状態でも一回のスイープ動作で次の又は以前のイメージを確認できるよ
うになり、使用者の便宜性が向上する。
【図面の簡単な説明】
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【００１５】
【図１】本発明の実施例による携帯端末機の構成を示すブロックダイヤグラムである。
【図２】本発明の第１実施例による携帯端末機１００の画面制御方法を示すフローチャー
トである。
【図３】本発明の第１実施例による画面制御方法によって表示される携帯端末機１００の
表示画面である。
【図４】本発明の第２実施例による携帯端末機１００の画面制御方法を示すフローチャー
トである。
【図５】本発明の第２実施例による画面制御方法によって表示される携帯端末機１００の
表示画面である。
【図６】本発明の第３実施例による携帯端末機１００の画面制御方法を示すフローチャー
トである。
【図７】本発明の第３実施例による画面制御方法によって表示される携帯端末機１００の
表示画面である。
【図８】本発明の第４実施例による携帯端末機１００の画面制御方法を示すフローチャー
トである。
【図９】本発明の第４実施例による画面制御方法によって表示される携帯端末機１００の
表示画面である。
【図１０】本発明の第５実施例による携帯端末機１００の画面制御方法を示すフローチャ
ートである。
【図１１】本発明の第５実施例による画面制御方法によって表示される携帯端末機１００
の表示画面である。
【発明を実施するための形態】
【００１６】
　本発明において「情報画面」は、少なくとも１つの情報を含む画面として、携帯端末機
で表示可能な全ての画面の何れかである。例えば「情報画面」は、リスト（ｌｉｓｔ）画
面、ブラウザー（ｂｒｏｗｓｅｒ）画面、背景画面等を含む。また、本発明でスクロール
（移動させて表示）可能な情報画面は、全体領域が１つの表示画面に全部表示できない場
合、最初の表示時、情報画面全体領域の中で一部領域だけが表示画面に表示される。実施
例で写真アルバムのような場合、連続する写真を含む写真アルバムの全体はスクロール可
能な情報画面と考えられる。
【００１７】
　本発明において、「表示画面」は携帯端末機のディスプレーユニットに表示される画面
自体を意味する。即ち、表示画面は携帯端末機のディスプレーユニットに表示される現在
表示状態を意味する。情報画面の全体領域の中で一部領域が表示される時、表示画面は上
記一部領域から構成された画面に該当する。写真アルバムの場合、表示画面は、全部の写
真からなる情報画面の中で１つの写真だけをディスプレーできる。
【００１８】
　本発明において、「マルチタッチスイープ（ｍｕｌｔｉ－ｔｏｕｃｈ　ｓｗｅｅｐ）」
は複数の地点に同時に、タッチ接触が印加され（タッチ入力され）同一方向にスクリーン
を横切ってタッチ接触位置が移動され（タッチスイープされ）、その後、タッチが解除さ
れる動作を意味する。特に、本発明においてマルチタッチスイープは、選択的には、予め
設定された閾値速度以上のタッチ位置移動速度を有する動作の場合にのみ認識される。マ
ルチタッチスイープの始まる地点は選択的には、現在表示画面上の任意の地点である。
【００１９】
　本発明において、「シングルタッチスイープ（ｓｉｎｇｌｅ－ｔｏｕｃｈ　ｓｗｅｅｐ
）」は１つの地点にタッチ入力され、タッチスイープ後にタッチが解除される動作を意味
する。特に、本発明においてシングルタッチスイープは、選択的には、予め設定された閾
値速度以上のタッチ位置移動速度を有する動作の場合にのみ認識される。シングルタッチ
スイープの始まる地点は、選択的には、現在表示画面上の任意の地点である。
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【００２０】
　本発明において、「マルチタッチダブルタップ（ｍｕｌｔｉ－ｔｏｕｃｈ　ｄｏｕｂｌ
ｅ　ｔａｐ）」は複数の地点に同時にタッチ入力後にタッチが解除される動作が二回繰り
返される動作を意味する。特に、本発明においてマルチタッチダブルタップは、選択的に
は、一番目のマルチタッチタップ以降の予め設定された時間以内に二番目のマルチタッチ
タップが入力される動作である。マルチタッチダブルタップが入力される地点は、選択的
には、現在表示画面上の任意の地点である。
【００２１】
　本発明において、「パンニング」（ｐａｎｎｉｎｇ）はズームインされたイメージ自体
を移動させ、現在表示される部分を変更する動作を意味する。
【００２２】
　本発明において、「スクロール」は、表示画面上でスクロール可能な情報画面の以前の
部分の表示から以後の部分の表示への変化に関わる場合、「移動及び表示」と同義に使用
できる。いずれにせよ、表示画面上の視覚的変化に対して、表示自身が移動しているよう
に見せるデザインができる。又は代替的に、表示画面上の視覚的変化に対して、情報画面
の他の部分へ即刻に移動しているように見せるデザインができる。
【００２３】
　本発明において、「タッチ入力」は表示画面の部分に使用者がタッチ接触する行為こと
を意味する。タッチ入力はスクロール動作をスタートする要請又は命令を意味受信して使
用される。また、タッチ入力は上記装置が使用者のタッチ接触の際にて生成する電気的信
号を含む。
【００２４】
　本発明は携帯端末機を例として説明するが、これに限定されず、タッチスクリーンを具
備する全ての装置、例えばタッチスクリーンデジカメ、に適用できる。また、本発明の実
施例による携帯端末機はタッチスクリーンが備える端末機であり、好ましくは移動通信端
末機、携帯用マルチメディア再生装置（Ｐｏｒｔａｂｌｅ　Ｍｕｌｔｉｍｅｄｉａ　Ｐｌ
ａｙｅｒ、ＰＭＰ）、個人情報端末機（Ｐｅｒｓｏｎａｌ　Ｄｉｇｉｔａｌ　ａｓｓｉｓ
ｔａｎｔ、ＰＤＡ）、スマートフォン（Ｓｍａｒｔ　Ｐｈｏｎｅ）、ＭＰ３プレーヤー等
の情報通信機器及びマルチメディア機器から構成される。
【００２５】
　図１は本発明の実施例による携帯端末機１００の構成を示すブロックダイアグラムであ
る。
　本発明の携帯端末機１００は無線通信部１１０、オーディオ処理部１２０、貯蔵部１３
０、タッチスクリーン部１４０、キー入力部１５０及び制御部１６０を含む。
【００２６】
　無線通信部１１０は携帯端末機１００の無線通信のための対応データの送受信機能を遂
行する。無線通信部１１０は送信される信号の周波数を上昇変換及び増幅するＲＦ送信機
（図示せず）と、受信される信号を低雑音増幅してその周波数を下降変換するＲＦ受信機
（図示せず）等から構成される。また、無線通信部１１０は無線チャンネルを通じてデー
タを受信して制御部１６０で出力し、制御部１６０から出力されたデータを、無線チャン
ネルを通じて送信する。
【００２７】
　オーディオ処理部１２０はコーデック（ＣＯＤＥＣ）から構成され、コーデックはパケ
ットデータ等を処理するデータコーデックと音声等のオーディオ信号を処理するオーディ
オコーデックから構成される。オーディオ処理部１２０はデジタルオーディオ信号を、オ
ーディオコーデックを通じてアナログオーディオ信号に変換して再生し、入力されるアナ
ログオーディオ信号を、オーディオコーデックを通じてデジタルオーディオ信号に変換す
る。
【００２８】
　貯蔵部１３０は携帯端末機１００の動作に必要なプログラム及びデータを貯蔵し、プロ
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グラム領域とデータ領域に区分される。プログラム領域は携帯端末機１００の全般的な動
作を制御するプログラム及び携帯端末機１００をブーティングするＯＳ（Ｏｐｅｒａｔｉ
ｎｇ　Ｓｙｓｔｅｍ）、マルチメディアコンテンツ再生等に必要な応用プログラム、携帯
端末機１００のその他のオプション機能、例えば、カメラ機能、音声再生機能、イメージ
又は動映像再生機能に必要な応用プログラム等を貯蔵する。データ領域は携帯端末機１０
０の使用によって発生するデータが貯蔵される領域として、イメージ、動映像、電話帳、
オーディオデータ等を貯蔵する。
【００２９】
　タッチスクリーン部１４０はタッチセンサー部１４１及び表示部１４２を含む。タッチ
センサー部１４１は使用者のタッチ入力を感知する。タッチセンサー部１４１は静電容量
方式（ｃａｐａｃｉｔｉｖｅ　ｔｙｐｅ）、圧力式抵抗膜方式（ｒｅｓｉｓｔｉｖｅ　ｏ
ｖｅｒｌａｙ）、赤外線感知方式（ｉｎｆｒａｒｅｄ　ｂｅａｍ　ｔｙｐｅ）等のタッチ
感知センサー、又は、圧力感知センサー（ｐｒｅｓｓｕｒｅ　ｓｅｎｓｏｒ）から構成さ
れる。上記センサー以外にも物体の接触又は圧力を感知できる全ての種類のセンサー機器
が本発明のタッチセンサー部１４１を構成できる。
【００３０】
　本発明においてタッチセンサー部１４１は、少なくとも２つの地点への同時タッチを感
知できるタッチセンサーから構成されることが好ましい。タッチセンサー部１４１は使用
者のタッチ入力を感知し、感知信号を発生させて制御部１６０に送信する。上記感知信号
には使用者がタッチ入力した座標データが含まれる。
　使用者がタッチ位置移動動作を入力した場合にタッチセンサー部１４１はタッチ位置移
動経路の座標データを含む感知信号を発生させて制御部１６０に送信する。本発明におい
てタッチ位置移動動作にはタッチ位置の移動速度が予め設定された閾値速度より大きい動
作に該当するスイープ（ｓｗｅｅｐ）、タッチ位置の移動速度が予め設定された閾値速度
より小さい動作に該当するドラッグ（ｄｒａｇ）が含まれる。
　ドラッグ動作が選択されたアイコンのみを画面上で他の位置に移動し、その他のイメー
ジが画面上に固定されているのに対して、スイープ動作は対照的に、表示全体が移動する
印象を使用者に与える。
【００３１】
　表示部１４２は液晶表示装置（ＬＣＤ、Ｌｉｑｕｉｄ　Ｃｒｙｓｔａｌ　Ｄｉｓｐｌａ
ｙ）、有機発光ダイオード（ＯＬＥＤ、Ｏｒｇａｎｉｃ　Ｌｉｇｈｔ　Ｅｍｉｔｔｉｎｇ
　Ｄｉｏｄｅｓ）、能動型有機発光ダイオード（ＡＭＯＬＥＤ、Ａｃｔｉｖｅ　Ｍａｔｒ
ｉｘ　Ｏｒｇａｎｉｃ　Ｌｉｇｈｔ　Ｅｍｉｔｔｉｎｇ　Ｄｉｏｄｅｓ）等から形成され
、携帯端末機１００のメニュー、入力されたデータ、機能設定情報、及びその他の多様な
情報を使用者に視覚的に提供する。表示部１４２は携帯端末機１００のブーティング画面
、待機画面、メニュー画面、通話画面、その他アプリケーション画面を出力する機能を遂
行する。
【００３２】
　キー入力部１５０は携帯端末機１００を制御するための使用者のキー操作が入力されて
入力信号を生成して制御部１６０に伝達する。キー入力部１５０は例えば、数字キー、方
向キーを含むボタン式のキーパッドから構成され、携帯端末機１００の一面に形成された
所定の機能キーから構成される。本発明の実施例によってタッチスクリーン部１４０だけ
で全操作が可能な携帯端末機の場合には、キー入力部１５０が省略される。
【００３３】
　制御部１６０は携帯端末機の各構成要素に関する全般的な動作を制御する。本発明で制
御部１６０は表示部１４２を制御してスクロール（ｓｃｒｏｌｌ）可能な情報画面を表示
する。制御部１６０はタッチセンサー部１４１を制御してマルチタッチスイープ（ｍｕｌ
ｔｉ－ｔｏｕｃｈ　ｓｗｅｅｐ）が入力されるのか判断し、入力されたことと判断すると
、表示部１４２を制御してマルチタッチスイープの方向によって現在表示画面を情報画面
の開始部又はエンド部に移動して表示する。
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【００３４】
　例えば、制御部１６０はタッチセンサー部１４１を通じて下方向のマルチタッチスイー
プを感知すると、表示部１４２を制御して表示画面を情報画面の下端に移動させて表示し
、一方、タッチセンサー部１４１を通じて上方向のマルチタッチスイープを感知すると、
表示部１４２を制御して表示画面を情報画面の上端に移動させて表示する。制御部１６０
はタッチセンサー部１４１を通じてシングルタッチスイープ（ｓｉｎｇｌｅ－ｔｏｕｃｈ
　ｓｗｅｅｐ）の入力を感知すると、スイープの移動方向、移動距離、移動速度を判断し
、表示部１４２を制御して判断された移動方向、移動距離、移動速度によって情報画面を
スクロールして表示する。
【００３５】
　本発明の他の実施例による制御部１６０は、表示部１４２を制御してスクロール可能な
情報画面を表示し、タッチセンサー部１４１を通じてマルチタッチダブルタップ（ｍｕｌ
ｔｉ－ｔｏｕｃｈ　ｄｏｕｂｌｅ　ｔａｐ）を認識すると、マルチタッチダブルタップが
入力された位置を判断し、表示部１４２を制御して判断された位置を基準にして情報画面
の先行部方向又は後方部方向に移動させて表示する。
【００３６】
　例えば、現在表示画面が上下方向にｎ等分され、タッチ入力時の制御部１６０がｎ個の
区間の中のどの区間にタッチが入力されたのか認識する。制御部１６０がタッチセンサー
部１４１を通じて一番目の区間にタッチが入力されたと認識すると、表示部１４２を制御
して表示画面を情報画面の開始部に移動させて表示し、ｎ番目の区間にタッチが入力され
たと認識すると、表示部１４２を制御して表示画面を情報画面のエンド部に移動させて表
示する。
【００３７】
　本発明の他の実施例による制御部１６０は表示部１４２を制御してスクロール可能な情
報画面を表示し、タッチセンサー部１４１を通じてマルチタッチスイープの入力を認識す
ると、表示部１４２を制御して速度Ｓ１で情報画面をスクロールして表示し、タッチセン
サー部１４１を通じてシングルタッチスイープの入力を認識すると、表示部１４２を制御
して速度Ｓ２で情報画面をスクロールして表示する。即ち、制御部１６０はマルチタッチ
スイープが入力された時とシングルタッチスイープが入力された時に速度を異にして情報
画面のスクロールを遂行する。この時、Ｓ１はＳ２の整数倍値にできる。
【００３８】
　本発明の他の実施例による制御部１６０は表示部１４２を制御してスクロール可能な情
報画面を表示し、タッチセンサー部１４１を通じてマルチタッチスイープの入力を認識す
ると、タッチスタート地点及びタッチ解除地点の間の距離と、タッチスタート地点からス
イープ方向に現在表示画面のエンド部までの距離を測定し、測定された２つの距離の割合
を測定し、表示部１４２を制御してタッチスタート地点から情報画面のエンド部までのう
ち、上記測定された割合に相当する地点に移動させて表示する。制御部１６０がタッチセ
ンサー部１４１を通じてシングルタッチスイープの入力を認識すると、スイープの移動方
向、移動距離、移動速度の中、少なくとも１つを判断し、表示部１４２を制御して判断さ
れた移動方向、移動距離、移動速度によって情報画面をスクロールして表示する。
【００３９】
　本発明の他の実施例による制御部１６０は表示部１４２を制御してズームイン（ｚｏｏ
ｍ－ｉｎ）されたイメージを表示し、タッチセンサー部１４１を通じてマルチタッチスイ
ープの入力を認識すると、表示部１４２を制御して以前のイメージ又は次のイメージに転
換して表示し、タッチセンサー部１４１を通じてシングルタッチスイープの入力を認識す
ると、現在表示されたズームインされたイメージのパンニング（ｐａｎｎｉｎｇ）を遂行
する。
【００４０】
　以上で発明の画面制御を遂行する携帯端末機１００の構成に対して説明した。以下では
上記携帯端末機１００で具現される画面制御方法の具体的な過程に対して説明する。
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【００４１】
　図２は、本発明の第１実施例による携帯端末機１００の画面制御方法を示すフローチャ
ートである。
　２０１段階で制御部１６０は表示部１４２を制御してスクロール（ｓｃｒｏｌｌ）可能
な情報画面を表示する。本発明でスクロール可能な情報画面は、全体が１つの表示画面に
全部表示されることができない画面であり、最初の表示時、情報画面全体領域の中で一部
領域だけが表示画面に表示される。スクロール可能な情報画面には、アイテムリスト（ｉ
ｔｅｍ　ｌｉｓｔ）画面、ウェブブラウザー（ｗｅｂ　ｂｒｏｗｓｅｒ）画面等の携帯端
末機１００で表示可能な全ての画面が含まれる。
【００４２】
　使用者がスクロールのためにタッチ入力すると、制御部１６０は表示部１４２を制御し
て情報画面を移動させて表示して、この時、それまで表示されない部分が生成されて表示
画面に表われる。使用者はスクロールを通じて情報画面の全体を確認できる。本発明の実
施例によっては、スクロール可能な情報画面の一定領域にはスクロールの操作を案内する
スクロールバー（ｓｃｒｏｌｌ　ｂａｒ）が追加的に表示される。
【００４３】
　制御部１６０は２０２段階でタッチセンサー部１４１を制御してマルチタッチスイープ
（ｍｕｌｔｉ－ｔｏｕｃｈ　ｓｗｅｅｐ）が入力されるのか判断する。本発明においてマ
ルチタッチスイープは、複数の地点に同時タッチが入力され、同一方向にタッチ位置移動
後、タッチが解除される動作に該当する。特に、本発明においてマルチタッチスイープは
、上述のように、予め設定された閾値速度以上のタッチ位置移動速度を有する動作に該当
する。マルチタッチスイープが始まるタッチ地点は現在表示画面の任意の地点である。
【００４４】
　制御部１６０は２０３段階でマルチタッチスイープの方向が下方向に該当するのか判断
し、下方向であることと判断すると、２０４段階で表示部１４２を制御して現在表示画面
を情報画面の下端に移動させて表示する。
【００４５】
　図３は、本発明の第１実施例による画面制御方法によって表示される携帯端末機１００
の表示画面の具体例である。
　図３の［ａ］はウェブブラウザー画面を示す。図３の［ａ］には１つのウェブブラウザ
ー画面全体領域の中で一部領域だけが表示されている。使用者が現在表示画面の中で任意
の位置で下方向のマルチタッチスイープを入力すると、図３の［ｂ］のように変更される
。図３の［ｂ］は表示画面がウェブブラウザー画面の下端に移動された状態を示している
。
【００４６】
　図２に戻って、制御部１６０が２０３段階でマルチタッチスイープの移動方向を下方向
として判断しない場合、２０５段階に進行してマルチタッチスイープの移動方向が上方向
に該当するのか判断する。マルチタッチスイープの移動方向が上方向であると判断される
場合、制御部１６０は２０６段階で表示部１４２を制御して表示画面を情報画面の上端に
移動させて表示する。
【００４７】
　図３の［ｂ］のように情報画面の下端が表示された状態で、使用者が上方向のマルチタ
ッチスイープを入力すると、表示画面は図３の［ａ］のように情報画面の上端に移動され
た状態を示す。
【００４８】
　２０２段階で制御部１６０がタッチセンサー部１４１を通じてマルチタッチスイープが
入力されたと判断しなければ、２０７段階に進行してタッチセンサー部１４１を通じてシ
ングルタッチスイープ（ｓｉｎｇｌｅ－ｔｏｕｃｈ　ｓｗｅｅｐ）が入力されるのか判断
する。本発明においてシングルタッチスイープは１つの地点にタッチが入力されてタッチ
位置移動後のタッチが解除される動作に該当する。特に、本発明でシングルタッチスイー
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プは、上述のように、予め設定された閾値速度以上のタッチ位置移動速度を有する動作で
ある。シングルタッチスイープが始まるタッチ地点は現在表示画面の中で任意の地点であ
る。
【００４９】
　２０７段階でタッチセンサー部１４１を通じてシングルタッチスイープが入力されたと
判断すると、制御部１６０はシングルタッチスイープの移動方向、移動距離、移動速度を
判断し、表示部１４２を制御して判断された移動方向、移動距離、移動速度によって情報
画面をスクロールして表示する。
【００５０】
　図３の［ａ］の表示画面で使用者が下方向のシングルタッチスイープを入力すると、図
３の［ｃ］のようにウェブブラウザー画面がスクロールされて表示される。制御部１６０
はシングルタッチスイープの移動方向、移動距離、移動速度を判断し、表示部１４２を制
御して判断された移動方向、移動距離、移動速度によってウェブブラウザー画面をスクロ
ールして表示する。図３の［ｃ］の表示画面で使用者が上方向のマルチタッチスイープを
入力すると、表示画面は図３の［ａ］のように情報画面の上端に移動されて表示される。
【００５１】
　第１実施例は下方向又は上方向のマルチタッチスイープによって情報画面の下端又は上
端へ表示画面が移動する場合を例示して説明しているが、これに限定されず、左方向又は
右方向のマルチタッチスイープによって情報画面の左端又は右端へ表示画面が移動する場
合にも同様に適用される。
【００５２】
　また、第１実施例は下方向のマルチタッチスイープ入力時、表示画面が情報画面の下端
に移動し、上方向のマルチタッチスイープ入力時、表示画面が情報画面の上端に移動する
場合を例示して説明しているが、これに限定されず、下方向のマルチタッチスイープ入力
時、表示画面が情報画面の上端に移動し、下方向のマルチタッチスイープ入力時、表示画
面が情報画面の下端に移動する場合にも同様に適用される。
【００５３】
　第１実施例で使用者はシングルタッチスイープを入力して情報画面をスクロールしてか
ら、情報画面の上端又は下端への速い移動を望む場合、マルチタッチスイープを入力して
表示画面を情報画面の上端又は下端へ速やかに移動させることができる。
【００５４】
　図４は、本発明の第２実施例による携帯端末機１００の画面制御方法を示すフローチャ
ートである。
　４０１段階で制御部１６０は表示部１４２を制御してスクロール（ｓｃｒｏｌｌ）可能
な情報画面を表示する。４０１段階は図２の２０１段階と同一の段階であり、図２の２０
１段階に係る説明は４０１段階にも同様に適用される。
【００５５】
　制御部１６０は４０２段階でタッチセンサー部１４１を制御してマルチタッチダブルタ
ップ（ｍｕｌｔｉ－ｔｏｕｃｈ　ｄｏｕｂｌｅ　ｔａｐ）が入力されるのか判断する。本
発明でマルチタッチダブルタップは複数の地点への同時タッチ後のタッチ解除動作が二回
繰り返される動作に該当する。特に、本発明においてマルチタッチダブルタップは、上述
のように、一番目のマルチタッチタップ以後、予め設定された時間以内に二番目のマルチ
タッチタップが入力される動作である。マルチタッチダブルタップが入力される地点は、
表示画面の任意の地点である。
【００５６】
　マルチタッチダブルタップが入力されたと判断すると、制御部１６０は４０３段階でマ
ルチタッチダブルタップが入力された位置を判断し、表示部１４２を制御して４０４段階
で判断された位置を基準にして現在表示画面を情報画面の上端又は下端に移動させて表示
する。
【００５７】
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　本発明の実施例によって表示画面はｎ個（ｎは２以上）の区間に区分され、この時の制
御部１６０はどの区間にマルチタッチダブルタップが入力されるのか判断する。
　例えば、表示画面が上下方向にｎ等分される場合、制御部１６０はマルチタッチダブル
タップが入力される区間が上側から何番目の区間に該当するのか判断する。この時、制御
部１６０はｎ個の区間の中で一番目の区間にマルチタッチダブルタップが入力されたと判
断すると、表示部１４２を制御して表示画面を情報画面の上端に移動させて表示し、ｎ番
目の区間にマルチタッチダブルタップが入力されたと判断すると、表示部１４２を制御し
て表示画面を情報画面の下端に移動させて表示する。
【００５８】
　また、表示画面が左右方向にｎ等分される場合、制御部１６０はマルチタッチダブルタ
ップが入力される区間が左側から何番目の区間に該当するのか判断する。この時、制御部
１６０はｎ個の区間の中で一番目の区間にマルチタッチダブルタップが入力されたと判断
すると、表示部１４２を制御して表示画面を情報画面の左端に移動させて表示し、ｎ番目
の区間にマルチタッチダブルタップが入力されたと判断すると、表示部１４２を制御して
表示画面を情報画面の右端に移動させて表示する。
【００５９】
　図５は、本発明の第２実施例による画面制御方法によって表示される携帯端末機１００
の表示画面の具体例である。
　図５の［ａ］は１つのウェブブラウザー画面の一部を示す。図５で制御部１６０は表示
画面を上下方向に３等分し、上側１／３区間、中間１／３区間、下側１／３区間を互いに
異なる領域として認識する。使用者が区分された区間の中で三番目の区間、即ち下側１／
３区間にマルチタッチダブルタップを入力すると、制御部１６０は表示部１４２を制御し
て表示画面をウェブブラウザー画面の下端に移動させて表示する。図５の［ａ］は使用者
が下側１／３区間にマルチタッチダブルタップを入力する状態を示しており、図５の［ｂ
］は表示画面がウェブブラウザー画面の下端に移動された状態を示す。
【００６０】
　また、図５の［ｂ］のようにウェブブラウザー画面の下端が表示された状態で、使用者
が上側１／３区間にマルチタッチダブルタップを入力すると、図５の［ａ］のように表示
画面はウェブブラウザー画面の上端に移動されて表示される。
【００６１】
　第２実施例で使用者がシングルタッチスイープを入力して情報画面をスクロールしてか
ら情報画面の上端又は下端への速やかな移動を望む場合、マルチタッチダブルタップを入
力して表示画面を情報画面の上端又は下端に速やかに移動させることができる。
【００６２】
　図６は、本発明の第３実施例による携帯端末機１００の画面制御方法を示すフローチャ
ートである。
　６０１段階で制御部１６０は表示部１４２を制御してスクロール可能な情報画面を表示
する。６０１段階は図２の２０１段階と同一の段階であり、図２の２０１段階に係る説明
は６０１段階にも同様に適用される。
【００６３】
　制御部１６０は６０２段階からタッチセンサー部１４１を制御してマルチタッチスイー
プ（ｍｕｌｔｉ－ｔｏｕｃｈ　ｓｗｅｅｐ）が入力されるのか判断し、マルチタッチスイ
ープが入力されたと判断すると、６０３段階で表示部１４２を制御して速度Ｓ１で情報画
面をスクロールして表示する。
【００６４】
　また、６０２段階でマルチタッチスイープが入力されたと判断しなければ、６０４段階
に進行し、タッチセンサー部１４１を通じてシングルタッチスイープが入力されるのか判
断し、シングルタッチスイープが入力されたと判断すると、６０５段階で表示部１４２を
制御して速度Ｓ２で情報画面をスクロールして表示する。本発明でＳ１はＳ２より大きい
値であり、発明の実施例によってはＳ１はＳ２の整数倍値にできる。
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【００６５】
　図７は、本発明の第３実施例による画面制御方法によって表示される携帯端末機１００
の表示画面の具体例である。
　図７の［ａ］は電話帳（ｐｈｏｎｅｂｏｏｋ）画面を示し、図７の［ａ］には電話帳を
構成するリストの一部が表示されている。現在、表示画面には「Ａ」及び「Ｂ」のカテゴ
リーに分類されるリストが表示されており、使用者はスクロールを通じて次のカテゴリー
のリストを確認できる。
　図７の［ｂ］は図７の［ａ］の表示画面で使用者が下方向のマルチタッチスイープを入
力した時、変更される表示画面に該当し、図７の［ｃ］は図７の［ａ］の表示画面で使用
者が下方向のシングルタッチスイープを入力した時、変更される表示画面に該当する。
【００６６】
　図７の［ｂ］と図７［ｃ］を比べると、図７の［ｃ］より図７の［ｂ］でスクロールが
さらに進行されている。即ち、図７の［ｃ］は「Ｍ」及び「Ｎ」のカテゴリーに分類され
るリストを表示しており、図７の［ｂ］は「Ｐ」及び「Ｒ」のカテゴリーに分類されるリ
ストを表示しているところ、図７の［ａ］と比べる時、図７の［ｃ］より図７の［ｂ］で
画面移動がさらに進行されている。
【００６７】
　これはシングルタッチスイープに対応する速度Ｓ２よりマルチタッチスイープに対応す
る速度Ｓ１が大きい値に設定された結果に該当する。例えば、マルチタッチスイープに対
応する速度Ｓ１はシングルタッチスイープに対応する速度Ｓ２の２倍値に設定される。
【００６８】
　本発明の実施例によってシングルタッチスイープに対応する速度がＳ２であり、マルチ
タッチスイープに対応する速度がｎ×Ｓ２であり、ｎはタッチされる地点の個数に設定さ
れる。この時、制御部１６０はタッチセンサー部１４１を通じてマルチタッチスイープが
入力されたと判断すると、いくつの地点にタッチが入力されたのか判断し、上記判断され
た個数によってスクロール速度を決めて、表示部１４２を制御して、決められたスクロー
ル速度によって情報画面をスクロールして表示する。
　例えば、使用者が２つの指を利用してマルチタッチスイープを入力した場合、制御部１
６０は表示部１４２を制御してシングルタッチスイープ入力時、スクロール速度の２倍速
度で情報画面をスクロールして表示し、３つの指を利用してマルチタッチスイープを入力
した場合、制御部１６０は表示部１４２を制御してシングルタッチスイープ入力時のスク
ロール速度の３倍速度で情報画面をスクロールして表示する。
【００６９】
　第３実施例で使用者はシングルタッチスイープを入力して情報画面をスクロールしてい
る際に、速いスクロールを望む場合、マルチタッチスイープを入力してスクロール速度を
増加できる。
【００７０】
　図８は、本発明の第４実施例による携帯端末機１００の画面制御方法を示すフローチャ
ートである。
　８０１段階で制御部１６０は表示部１４２を制御してスクロール可能な情報画面を表示
する。８０１段階は図２の２０１段階と同一の段階であり、図２の２０１段階に係る説明
は８０１段階にも同様に適用される。
【００７１】
　制御部１６０は８０２段階からタッチセンサー部１４１を制御してマルチタッチスイー
プ（ｍｕｌｔｉ－ｔｏｕｃｈ　ｓｗｅｅｐ）が入力されるのか判断し、マルチタッチスイ
ープが入力されたと判断すると、８０３段階でタッチスタート地点とタッチ解除地点の間
の距離及びタッチスタート地点からスイープ方向に現在表示画面のエンド部までの距離を
測定する。
【００７２】
　上下方向にスクロール可能な情報画面の場合、制御部１６０はマルチタッチスイープが
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始まる地点を通過する水平線とマルチタッチスイープが終わる地点を通過する水平線の間
の距離を測定することによって、タッチスタート地点とタッチ解除地点の間の距離を測定
する。マルチタッチスイープが始まる２つの地点の高さが異なるか、又は、マルチタッチ
スイープが終わる地点の２つの高さが異なる場合、各地点を通過する水平線の間の距離を
測定し、測定された距離の中で予め定めた最小値又は最大値の何れかをタッチスタート地
点とタッチ解除地点の間の距離として認識する。
【００７３】
　また、制御部１６０はマルチタッチスイープが始まる地点を通過する水平線と現在表示
画面の下端を通過する水平線の間の最短距離を測定することによって、タッチスタート地
点からスイープ方向に現在表示画面のエンド部までの距離を測定する。マルチタッチスイ
ープが始まる２つの地点の高さが異なる場合、２つの地点を通過する水平線と現在表示画
面の下端を通過する水平線の間の最短距離を測定し、測定された距離の中で予め定めた最
小値又は最大値の何れかをタッチスタート地点からスイープ方向に現在表示画面のエンド
部までの距離として認識する。
【００７４】
　左右方向にスクロール可能な情報画面の場合、制御部１６０はマルチタッチスイープが
始まる地点を通過する垂直線とマルチタッチスイープが終わる地点を通過する垂直線の間
の距離を測定することによって、タッチスタート地点とタッチ解除地点の間の距離を測定
する。また、制御部１６０はマルチタッチスイープが始まる地点を通過する垂直線と現在
表示画面の右端を通過する垂直線の間の距離を測定することによって、タッチスタート地
点からスイープ方向に現在表示画面のエンド部までの距離を測定する。
【００７５】
　８０４段階で制御部１６０はタッチスタート地点からスイープ方向に現在表示画面のエ
ンド部までの距離と、タッチスタート地点及びタッチ解除地点の間の距離との割合を測定
する。即ち、制御部１６０はタッチスタート地点及びタッチ解除地点の間の距離がタッチ
スタート地点からスイープ方向に現在表示画面のエンド部までの距離で占める割合を測定
する。
【００７６】
　次いで制御部１６０は８０５段階で、表示部１４２を制御して、現在表示画面をタッチ
スタート地点から情報画面のエンド部までのうち、８０４段階で測定された割合に該当す
る地点に移動させて表示する。例えば、タッチスタート地点及びタッチ解除地点の間の距
離がタッチスタート地点からスイープ方向に現在表示画面のエンド部までの距離で占める
割合が４０％である場合、制御部１６０は表示部１４２を制御して現在表示画面をタッチ
スタート地点から情報画面のエンド部までのうち、始めの４０％に該当する地点に移動さ
せて表示する。
【００７７】
　図９は、本発明の第４実施例による画面制御方法によって表示される携帯端末機１００
の表示画面の具体例である。
　図９の［ａ］は電話帳（ｐｈｏｎｅｂｏｏｋ）画面を示し、図９の［ａ］には電話帳を
構成する全体リストの一部が表示されている。図９の［ａ］において「Ａ」はタッチスタ
ート地点から情報画面（電話帳画面）のエンド部までの距離であり、「Ｂ」はタッチスタ
ート地点とタッチ解除地点の間の距離であり、「Ｃ」はタッチスタート地点と現在表示画
面のエンド部までの距離である。
【００７８】
　図９の［ａ］は、使用者がマルチタッチスイープを入力する状態を示し、図９の［ｂ］
は使用者のマルチタッチスイープ入力後の変更された表示画面を示す。
　制御部１６０は距離の割合Ｂ／Ｃを演算した後、表示部１４２を制御して現在表示画面
を情報画面全体Ａの中、Ｂ／Ｃに該当する地点に移動させて表示する。
　図９の［ｂ］は現在表示画面が情報画面（電話帳画面）全体（Ａ）中、Ｂ／Ｃ地点に移
動された状態を示す。図９の［ｂ］は電話帳画面全体（Ａ）中、Ｂ／Ｃ地点に該当する、
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「Ｍｉｃｈａｅｌ　Ｋｉｍ」、「Ｍｅｌｉｎａ　Ｐａｂｌｏ」を含むリスト部分を示して
いる。
【００７９】
　図８に戻って、本発明の実施例によって制御部１６０は８０３段階において、タッチス
タート地点とタッチ解除地点の間の距離のみを測定し、８０４段階で表示画面の上端と下
端の間の距離と測定されたタッチスタート地点とタッチ解除地点の間の距離との割合を測
定し、表示部１４２を制御して、情報画面の開始部からエンド部の間のうちで測定された
割合に該当する地点に移動させて表示する。
【００８０】
　８０２段階で制御部１６０がタッチセンサー部１４１を通じてマルチタッチスイープが
入力されたと判断しなければ、８０６段階で進行してシングルタッチスイープが入力され
るのか否かを判断し、入力されたと判断すると、８０７段階に進行してシングルタッチス
イープの移動方向、移動距離、移動速度を判断し、表示部１４２を制御して、判断された
移動方向、移動距離、移動速度によって情報画面をスクロールして表示する。
【００８１】
　第４実施例で、使用者はシングルタッチスイープを入力して情報画面をスクロールして
から、情報画面全体の中で一定割合の特定地点でジャンプ移動を望む場合、一定距離を有
するマルチタッチスイープを入力して望む地点に速やかに移動できる。
【００８２】
　図１０は、本発明の第５実施例による携帯端末機１００の画面制御方法を示すフローチ
ャートである。
　１００１段階で制御部１６０は表示部１４２を制御して、ズームイン（ｚｏｏｍ－ｉｎ
）されたイメージを表示する。具体的に制御部１６０は、まず使用者の入力によってイメ
ージビュー（ｉｍａｇｅ　ｖｉｅｗ）アプリケーションを実行し、表示部１４２を制御し
て予め貯蔵されたイメージの中で使用者によって特定されたイメージを表示する。制御部
１６０はタッチセンサー部１４１を通じて使用者のシングルタッチスイープを感知すると
表示部１４２を制御して以前のイメージ又は次のイメージに移動させて表示する。
【００８３】
　制御部１６０はタッチセンサー部１４１を通じて互いに異なる方向のマルチタッチドラ
ッグ（ｄｒａｇ）を感知すると、表示部１４２を制御して現在表示されたイメージをズー
ムインして表示する。本発明でマルチタッチドラッグは、使用者が２つの地点に同時にタ
ッチ入力後にタッチ位置を移動させる動作であり、互いに異なる方向のマルチタッチドラ
ッグは、タッチ入力された２つの地点から移動する方向が互いに異なる動作である。
【００８４】
　本発明の実施例によって制御部１６０は表示部１４２を制御してイメージズームイン／
ズームアウトの操作のためのＧＵＩ（Ｇｒａｐｈｉｃ　Ｕｓｅｒ　Ｉｎｔｅｒｆａｃｅ）
を表示し、使用者から上記ＧＵＩを通じるズームイン命令が入力されると、表示部１４２
を制御して現在表示されたイメージをズームインして表示する。
【００８５】
　図１１は、本発明の第５実施例による画面制御方法によって表示される携帯端末機１０
０の表示画面の具体例である。
　図１１の［ａ］は特定イメージが表示された状態で使用者が互いに異なる方向のマルチ
タッチドラッグを入力する状態を示し、図１１の［ｂ］はタッチ入力された地点を中心に
イメージがズームインされた状態を示す。
【００８６】
　以下、図１０も参照して、１００２段階で制御部１６０はタッチセンサー部１４１を通
じてマルチタッチスイープが入力されるのか判断し、マルチタッチスイープが入力された
と判断すると、１００３段階で表示部１４２を制御して以前又は次のイメージに転換して
表示する。
　１００２段階で入力されるマルチタッチスイープは、上述のように、同一方向に移動す
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る動作である。これに対して、１００１段階で入力されるマルチタッチスイープは２つの
地点へのタッチ入力後、２つの地点の間の距離が遠くなる動作である。
【００８７】
　１００２段階からタッチセンサー部１４１を通じてマルチタッチスイープが入力された
と判断しなければ、制御部１６０は１００４段階に進行してタッチセンサー部１４１を通
じてシングルタッチスイープが入力されたのか判断し、入力されたと判断すると１００５
段階に進行して表示部１４２を制御して現在表示されたズームインドされたイメージのパ
ンニング（ｐａｎｎｉｎｇ）を遂行する。本発明においてパンニングはズームインされた
イメージ又は一般イメージ自体を移動させ、現在表示画面に表示される部分を変更する動
作を意味する。
【００８８】
　即ち、制御部１６０はマルチタッチスイープが入力される場合とシングルタッチスイー
プが入力される場合を異なるように扱って、マルチタッチスイープ入力時、次イメージ又
は以前イメージに転換し、シングルタッチスイープ入力時、現在表示されたイメージのパ
ンニングを遂行する。
【００８９】
　図５に関わる実施例で使用者はイメージビューアプリケーション実行時、イメージをズ
ームインした状態でマルチタッチスイープだけで次イメージ又は以前イメージに転換でき
るので、ズームインされたイメージをイメージ転換のためにさらに元の状態に復帰させる
必要がない。
【符号の説明】
【００９０】
　１００　　　携帯端末機
　１１０　　　無線通信部
　１２０　　　オーディオ処理部
　１３０　　　貯蔵部
　１４０　　　タッチスクリーン部
　１４１　　　タッチセンサー部
　１４２　　　表示部
　１５０　　　キー入力部
　１６０　　　制御部
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